Experimental Study on Residual Axis Load Capacity of Reinforced Concrete Column : Part 3. Infenluce of Rongitudinal Reinforcement with Round Bar by 五十嵐 泉 et al.
 
Experimental Study on Residual Axis Load Capacity 
                of Reinforced Concrete Column 
Part3.Infenluce of Rongitudinal Reinforcement with Round Bar 
 
IGARASHI Izumi, IWAMASTU，SHIMAZAKI Kazushi 
 
ＲＣ造柱の地震後の残存軸耐力に関する研究 
正会員 ○五十嵐 泉* 
同  岩松** 
同  島崎 和司*** 
 
鉄筋コンクリート構造 柱 損傷レベル 
せん断スパン比 残存軸耐力 丸鋼 
１ はじめに 















〜No.18 の 4 体の試験体を作成した。せん断スパン比は、
M/Qd＝1，2 の 2 種、せん断補強筋比は 0.1％、損傷レベ






初期ひび割れが発生した後、M/Qd=1 の No.15，16 は曲げ
ひび割れが発生した後、急に対角せん断ひび割れが発生





鉛直加力時は、M/Qd=1 の No.15，16 試験体では、同じ
M/Qd の異形鉄筋試験体と同じく対角せん断ひび割れ広が
































   
  
 







曲げ 長期 残存せん 軸耐力/
ひび割れ 軸力 曲げ せん断 せん断 軸力 断耐力 残存せん
(KN) NL(KN) (KN) (KN) 余裕度 (+) (-) Nmax （+） （-） （KN) 断耐力
No.15 65 193 164.5 551 109 93 45 12.34
No.16 80 188.6 145.8 214 107 83 15 14.04
No.17 95.3 144.8 125.2 1002 50 43 33 30.01












































設計基準 柱内法高 柱断面 主筋 せん断 層変形角 繰り返す
強度Fｃ h0(mm) b×D （上·下端筋） 補強筋 （損傷レベル） 回数
No.15 1/100 3
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４ 実験結果と考察 
表 3 に実験結果一覧、図 3 に水平力〜水平変形関係、
図 4 に軸力〜鉛直縮み関係を示す。M/Qd=1 の No.15、
No.16 試験体では、損傷レベルの影響で軸耐力の低下がみ
られたが、M/Qd=2 の No.17、18 試験体では、損傷レベル
の影響が見られなかった。M/Qd=1 の残存軸耐力高い





















No.11 より高い残存軸耐力率となった、R=1/50 の No.16 試
験体では、試験体 No.12 とほとんど同じ残存軸耐力率と
なった。M/Qd=2 の No.17 試験体では、同じパラメータの
異形鉄筋試験体 No.7 とほとんど同じ残存軸耐力率となっ
たが、No.18 試験体では、No.8 試験体の約 6 倍の残存軸耐
力率となった。 
 図６に No.18 試験体の主筋ひずみ〜層間変形角関係を
































                    ◆ M/Qd=2 試験体  
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